
業績一覧

病態制御医学講座 循環器内科学
1.領域構成教職員・在職期間
教授 夛田　浩 平成24年8月1日～
准教授 宇隨　弘泰 平成24年10月1日～

（平成26年6月1日～現
職）

特命講師 宮﨑　晋介 平成29年10月1日～
（平成30年4月～現

講師 石田　健太郎 平成24年10月1日～
（平成30年4月1日～現
職）

特命助教 池田　裕之 平成24年10月1日～
（平成27年4月1日～現
職）

特命助教 玉　直人 平成26年8月1日～
（平成28年4月1日～現
職）

助教 長谷川　奏恵 平成27年4月1日～
（平成30年4月1日～現
職）

医員 江口　智也 令和2年4月1日～
特命助教 汐見　雄一郎 平成26年4月1日～

（平成28年8月1日～現
職）

助教 野寺　穣 平成31年4月1日～
（令和元年10月1日～
現職）

特命助教 山口　順也 平成30年8月1日～
特命助教 青山　大雪 平成30年4月1日～
特命助教 関原　孝之 令和2年4月1日～
特命助教 向井　萌 平成30年7月1日～

（平成31年4月1日～現
職）

特命助教 相木　孝允 令和2年4月1日～
特命助教 掛橋　昇太 令和2年4月1日～
医員 長尾　萌子 令和2年4月1日～
医員 荒賀　彬 令和2年4月1日～
医員 帰山　知己 令和2年4月1日～
医員 堀口　慈希 令和2年4月1日～

2.研究概要
研究概要

キーワード

【虚血】

 2020年度も虚血性心疾患、心不全、閉塞性動脈硬化症における病態の解明とその治療への応用を基本理念として以下の研究を計画および継続していく。

1）虚血性心疾患の危険因子である、耐糖能障害、脂質異常に焦点を置いた検討として、患者血清検体や臨床データを用いての検討。
① 虚血性心疾患患者における冠動脈危険因子に加え冠血流予備能や内皮血管再生因子と予後予測とに関連があるか検討を行っている。
② 冠動脈形成術後のステント内被膜の観察を冠動脈内視鏡で観察し、新しい動脈硬化病変の不安定化と関連の高いMT1-MMPの流血中単核球表面における発現とともに
検討を行っている。
③ 安定狭心症における脂質強化療法の有効性を血管内超音波とバイオマーカーとの関連を検討を開始した。
④胸痛救急来院患者における急性冠症候群患者の急性期診断に、心筋構成蛋白トロポニンI,およびTの高感度キット使用におけるカットオフ値設定の検討を、救命救
急診療を行っている多施設と行っている。
⑤冠動脈病変における心筋虚血の新しい指標であるFFRとイメージングデバイスを用いた冠動脈形成術における有用性の検討を行っている。
2）閉塞性動脈硬化疾患に対する積極的脂質への介入の有用性や、下肢における酸素代謝の評価を用いた病態の評価を行っている。
①下肢虚血疾患においては、内皮機能の改善と、血管予後の関連を見るため、血管内皮前駆細胞モニタリングの有用性を検討している。
3）心不全患者における臨床データと患者血清から得られるサロゲートマーカとの関連を検討。
① 超高齢者心不全への予後改善に有用な利尿剤治療を当院のデータベースから評価。
② 心不全患者におけるカケキシア、サルコペニア、フレイルの観点から予後予測の有用性を検討。さらに新しい抗心不全薬の作用メカニズムや多面的作用の検討を
開始した。
4）基礎検討では、ヒト培養心筋線維芽細胞を用いて糖尿病患者に見られる、糖尿病性心筋症の発症進展メカニズム解明のため1.高血糖存在下における心不全の誘因
となるリモデリング促進因子発現の評価、2. sodium glucose cotransporter（SGLT）受容体への修飾薬剤を用いた心筋リモデリング因子への影響を検討している。
臨床検体からの末梢血単核球表面へのリモデリングマーカによる抗体標識を行い、血管動脈硬化疾患患者における発現と病態の関連を評価している。
【不整脈】

 令和2年度も不整脈、心不全における病態の解明とその治療への応用を基本理念として以下の研究を計画および継続していく。

発作性/持続性心房細動・多発性心室期外収縮/非持続性心室頻拍・致死性心室性不整脈・左脚ブロックを伴う重症心不全などをテーマに“臨床における病態の解析、
問題点の解明ならびに予後改善のための治療介入“を目的として研究を行っている．
① Xa阻害薬によるアブレーション術後の抗炎症作用の検討：心房細動施行前から術後1年までの経過で非再発率、炎症マーカー、凝固マーカー、心外膜脂肪などの比
較検討
② 心外膜脂肪と心房細動の関係、心外膜脂肪と心房細動アブレーション後の非再発率の関係、心外膜脂肪と左房低電位領域の関係、心外膜脂肪と血液マーカーの関
係の検討
③ クライオバルーンアブレーションの安全性の検討：多施設研究によるデータ解析

【虚血】 冠動脈硬化、冠動脈危険因子、心不全、慢性閉塞性動脈硬化症           【不整脈】不整脈、カテーテルアブレーション、心臓再同期療法、ペーシング

ページ 1



業績一覧

業績年の進捗状況

特色等
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3.研究実績

2014～2019年分 2020年分 2014～2019年分 2020年分
和文原著論文 15 4 ― ―

ﾌｧｰｽﾄｵｰｻｰ 62 17 213.138(213.138) 55.226(55.226)
ｺﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｵｰｻｰ 68 18 223.517(223.517) 59.874(59.874)
その他 33 4 112.284(112.284) 26.513(26.513)
合計 104 24 347.777(342.546) 89.816(89.816)

（A） 著書・論文等
　(1) 英文：著書等
　　a． 著書

　　b． 著書（分担執筆）

2089349

　　c． 編纂・編集・監修

　(2) 英文：論文等
　　a． 原著論文（審査有）

2089350

2089351

2089352

Tada H: Sex differences in idiopathic ventricular arrhythmias: Edited by Marek Malik Sex and  Cardiac Electrophysiology,
Elsevier, 645-650, 202007

【虚血】１）虚血性心疾患：①急性冠症候群におけるDPP4阻害薬を用いた介入では冠血流予備能や内皮血管再生因子への悪化を抑えることが見出し報告した（Intern
Med，2019;58:2773-2781）。②冠動脈形成術後のステント内被膜形成が冠動脈内視鏡により色調による分類が可能となり、その動脈硬化病変の不安定化とMT1-MMP流
血中単核球表面における発現に強い相関があることを見出し報告した（RESOLUTE ONYX CASE REPORT，2019）。③急性冠症候群患者への超急性期にPCSK9阻害薬による
脂質低下療法により急性期における心機能マーカの改善がみられること報告した（AHA2019，Philadelphia：USA）。④急性冠症候群患者早期診断における心筋逸脱酵
素トロポニンIおよびTの有用性の評価の方法論を報告した（BMJ Open， 2019年9月）。⑤冠動脈病変におけるFFRとイメージングデバイスを用いた冠動脈形成術にお
ける有用性を報告した（第67回日本心臓病学会学術集会）。
3）心不全関連：① 超高齢者心不全当院のデータベースを用い、経口利尿薬の有用性安全性を報告した（J Cardiovasc Pharmacol Ther，2020;25:47-56）。
② 心不全患者におけるカケキシア、サルコペニア、フレイル評価が予後予測に有用であることを報告した（Eur J Clin Invest. 2021 Apr;51(4):e13426）。
4)重症下肢虚血肢（CLI）へのPCSK9阻害薬による積極的脂質介入により血管内皮前駆細胞への影響、酸素代謝、救肢への有用性を報告した（日本動脈硬化学会誌J
【不整脈】1)心房細動を合併した不整脈誘発性心筋症を術前にTroponin-Tを用いて予測することが可能であることを見出しJournal of American Heart Association
誌に掲載された。
2)肺静脈隔離後の左房線状焼灼において、高周波アブレーションよりクライオアブレーションの方が医原性心房頻拍を起こしにくいこと、クライオ線状焼灼の成功率
を報告し、Journal of Cardiovascular Electophysiology誌に掲載された。
3) カテーテルアブレーション後の鼠径部合併症を単施設後ろ向き解析を行い骨盤造影CTの有用性、合併症のリスク因子を解明し、Journal of Cardiovascular
Electophysiology誌に掲載された。
4) QT延長症候群患者と健常人でのQT延長に関与する共通因子としてゲノムワイド関連解析により３つの一塩基多型を同定し、遺伝子型陰性のQT延長症候群患者に対
して多遺伝子リスクスコアリングの重要性を示し、Circulation誌に掲載された。
5) クライオアブレーション時にクライオバルーンをシースに挿入する際に水槽を使用すると空気塞栓が減少できることを証明し、JACC Clin Electrophysiology誌に
掲載された。
6) 右室流出路起源を示唆する心室期外収縮のアブレーションで、右室流出路の焼灼に加えてその対側の左室流出路からのアブレーションが必要になることがあるこ
とを示し、Journal of Cardiovascular Electophysiology誌に掲載された。
7) 心房細動患者でPentaRay®/CARTO®3とOrion™/Rhythmia™システムでの左房の低電位領域のマッピングには不一致があることを報告し、Heart and Vessels誌に掲載
された。
8) 心房頻拍のメカニズムを同定するために超高分解能マッピングシステムを用いることで、複雑な頻拍回路を同定し、適切なアブレーションの治療戦略が立てられ
ることを証明し、Heart Rhythm誌に掲載された。
9) 通常型心房粗動の有無での右房後壁の興奮伝搬の違いを超高分解能マッピングシステムを用いて明らかにし、Journal of Cardiovascular Electophysiology誌に
掲載された。
10)第4世代クライオアブレーションでの肺静脈隔離は、第2世代に比較して冷却中の肺静脈電位の確認はしやすいが、隔離成功率は第２世代のほうが良かったことを
示し、Journal of Interventional Cardiac Electophysiology誌に掲載された。
11) 前立腺癌に対するホルモン療法によりQT延長を来たすこと、一部の症例で致死的不整脈に至ることがあることがあり治療中のQT時間のモニタリングの重要性を示
し、Journal of American Heart Association誌に掲載された。

【虚血】当講座内にて行われている研究は、臨床における疑問を基礎、臨床を問わずメカニズムからその制御までを基本的な考え方としている。特に動脈硬化を端と
する冠動脈疾患に関する研究は、他の施設と比較を行っても独創性があり、科学研究費助成事業から多年度にわたり科研費の助成を受けている。またこれらによる研
究の結果、業績より新しい薬剤や機材における有用性をメカニズムから評価することができ、ガイドライン治療の有用性を評価ができ、この年度は、薬剤や機器の申
請に係る医師主導型治験（フェーズ2から3）の参加も多くなってきている。特に下肢閉塞性動脈硬化症おける新しい治療法におけるロータブレータ機器の保険適応に
向けた高難度治療法への参加も、当施設の業績を踏まえて依頼されているものである。限られた研究資金、補助金ではあるが、日常診療による症例数が多いこともあ
り、独創的な研究を各スタッフが考案していること、他施設との共同研究を働きかけることにより、資金に関する難点をカバーしており、効率的には優れていると考
えられる。                                                 【不整脈】当講座内にて行われている研究は、近年著しく進歩した不整脈に対する非薬物療法に関
して、その有効性の評価、予後の予測、新しい治療方法の開発を目指す研究が中心となっています。カテーテルアブレーションにおいては日本に導入された最新の
マッピングシステムを用いながらその有用性を評価・発表してきました。とりわけ心房細動の機序解明や心房頻拍・心房粗動の機序解明のための解析を積極的に行
い、同時に抗凝固治療に関する血液マーカーを用いた研究も行っています。また積極的に様々な多施設共同研究も行っています。不整脈のメカニズム解明についても
様々なマッピングツールを使用することで独創的な発表を行っており、これらの成果から科学研究費助成事業から科研費の助成を受けています。デバイス治療におい
ても認可された新しいリードレスペースメーカー、ヒス束ペーシング、完全皮下型除細動器などをいち早く取り入れ研究を行っています。カテーテルアブレーション
症例数は北陸随一の件数となっており、限られた研究資金の中で、効率的に独創的な臨床研究を行っていると考えます。

【虚血】福井大学の目指す教育・研究・医療及びこれらを通じた社会貢献とされており、特に、独創性でかつ地域の特色に鑑みた科学研究・先端研究を世界レベルで
となっております。当科における研究は臨床の疑問からの研究を発端としており、基礎メカニズムを基にした臨床治療への考え方を一貫しております。特に、最新の
疾患の発症メカニズムの解明は独創的であり、新しい機器や薬剤の創造へつながる多くの研究を行い、日本国内に限らず、世界の場での発表や国際誌への掲載を行っ
ております。さらには当施設が研究アイデアを立て、福井県内外の施設とも共同研究をおこなっており、本大学の長期目標のひとつにも掲げられている「教員一人ひ
とりの創造的な研究を尊重するとともに、本学の地域性等に立脚した研究拠点を育成し、特色ある研究で世界的に優れた成果を発信します。」にも合致した方向性が
示されていると考えられます。                                          【不整脈】福井大学の理念は教育・研究・医療及びこれらを通じた社会貢献とされてい
ます。当循環器内科学教室は患者様に最先端の医療を安全に提供すべく診療を行っており、常に最先端の情報を国内外から得ながら、日本トップレベルの医療を患者
様に提供しています。その中から社会貢献につながるような独創的な研究を、臨床・基礎のレベルで行っており、国内のみならず国外学会、海外英文誌に広く報告し
ています。同時に若手医師、研修医、学生の教育を豊富な症例の中で行い、働く人々が誇りと希望を持って積極的に活動するために必要な組織・体制を構築しなが
ら、２１世紀のグローバル社会において、高度専門職業人として活躍できる優れた人材を育てるよう力を入れています。このように優れた教育、研究、医療を通して
地域発展をリードし、豊かな社会づくりに貢献できるよう努力しています。

区分 編数 インパクトファクター（うち原著のみ）

Hasegawa K, Ito H, Kaseno K, Miyazaki S, Shiomi Y, Tama N, Ikeda H, Ishida K, Uzui H, Ohno S, Horie M, Yokoyama O, Tada H:
Impact of medical castration on malignant arrhythmias in patients with prostate cancer, J Am Heart Assoc, 10(5), e017267-
e017267, 202102, DOI: 10.1161/JAHA.120.017267, #4.605

Sekihara T, Miyazaki S, Nagao M, Kakehashi S, Mukai M, Aoyama D, Nodera M, Eguchi T, Hasegawa K, Uzui H, Tada H: Ultrahigh
resolution electroanatomical mapping of the transverse conduction of the right atrial posterior wall in cases with and without
typical atrial flutter, J Cardiovasc Electrophysiol, 32(2), 297-304, 202102, DOI: 10.1111/jce.14850, #2.424

英文論文

Miyazaki S, Hasegawa K, Yamao K, Ishikawa E, Mukai M, Aoyama D, Nodera M, Yamaguchi J, Shiomi Y, Tama N, Ikeda H, Fukuoka Y,
Ishida K, Uzui H, Iesaka Y, Tada H: Mapping and ablation of clinical spontaneous perimitral atrial tachycardias using an ultra-
high-resolution mapping system, Heart Rhythm, 18(2), 189-198, 202102, DOI: 10.1016/j.hrthm.2020.09.016, #5.731
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2089353

2089354

2089355

2089356

2089357

2089358

2089359

2089360

2089361

2089362

2089363

2089364

2089365

2089366

2089367

2089368

2089369

2089370

2089371

2089372

2089373

　　b． 原著論文（審査無）

　　c． 原著論文（総説）

Sekihara T, Miyazaki S, Nagao M, Kakehashi S, Mukai M, Aoyama D, Nodera M, Eguchi T, Hasegawa K, Tada H: A case of outflow
tract premature ventricular contractions with very distant exit sites suspected to have a single origin, J Electrocardiol, 63,
41-45, 202011, DOI: 10.1016/j.jelectrocard.2020.09.015（症例報告）, #0.944

Hisazaki K, Hasegawa K, Kaseno K, Miyazaki S, Aoyama D, Mukai M, Nodera M, Shiomi Y, Tama N, Ikeda H, Ishida K, Uzui H, Tada H:
Idiopathic right ventricular arrhythmias requiring additional ablation from the left-sided outflow tract: ECG characteristics
and efficacy of an anatomical approach, J Cardiovasc Electrophysiol, 31(10), 2653-2664, 202010, DOI: 10.1111/jce.14658, #2.424

Miyazaki S, Hasegawa K, Mukai M, Ishikawa E, Aoyama D, Nodera M, Kaseno K, Ishida K, Uzui H, Tada H: Clinically manifesting air
embolisms in cryoballoon ablation: can novel water buckets reduce the risk?, JACC Clin Electrophysiol, 6(9), 1067-1072, 202009,
DOI: 10.1016/j.jacep.2020.07.012

Najim Lahrouchi, Rafik Tadros, Lia Crotti, Yuka Mizusawa, Pieter G Postema, Leander Beekman, Roddy Walsh, Kanae Hasegawa,
Julien Barc, Marko Ernsting, Kari L Turkowski, Andrea Mazzanti, Britt M Beckmann, Keiko Shimamoto, Ulla-Britt Diamant, Yanushi
D Wijeyeratne, Yu Kucho, Tomas Robyns, Taisuke Ishikawa, Elena Arbelo, Michael Christiansen, Annika Winbo, Reza Jabbari, Steven
A Lubitz, Johannes Steinfurt, Boris Rudic, Bart Loeys, M Ben Shoemaker, Peter E Weeke, Ryan Pfeiffer, Brianna Davies, Antoine
Andorin, Nynke Hofman, Federica Dagradi, Matteo Pedrazzini, David J Tester, J Martijn Bos, Georgia Sarquella-Brugada, Óscar
Campuzano, Pyotr G Platonov, Birgit Stallmeyer, Sven Zumhagen, Eline A Nannenberg, Jan H Veldink, Leonard H van den Berg ,
Ammar Al-Chalabi, Christopher E Shaw, Pamela J Shaw, Karen E Morrison , Peter M Andersen, Martina Müller-Nurasyid, Daniele
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Cryoballoon Ablation for Atrial Fibrillation Using a Single Short Freeze Strategy without Bonus Freezes, 第84回日本循環器学会学
術集会, AF Ablation Method/postoperative AT, 20200727

帰山　知己，青山　大雪，宮﨑　晋介，長尾　萌子，掛橋　昇太，向井　萌，関原　孝之，野寺　穣，江口　智也，山口　順也，池田　裕
之，石田　健太郎，宇隨　弘泰，夛田　浩: The Additional Impact of Cardiac Rehabilitation after Atrial Fibrillation Ablation in
Patients with Left Ventricular Dysfunction, 第85回日本循環器学会学術集会, HF/CM：心不全　心筋症　移植, 20210327

Nodera M, Araga A, Kaeriyama T, Nagao M, Kakehashi S, Aiki T, Mukai M, Sekihara T, Aoyama D, Yamaguchi J, Eguchi T, Hasegawa K,
Tama H, Ikeda H, Ishida K, Miyazaki S, Uzui H, Tada H: Brain-Derived Neurotropic Factor is a Novel Sensitive Marker Reflecting
Improvement of Inflammation after Atrial Fibrillation Ablation, 第85回日本循環器学会学術集会, Arrhythmia：不整脈, 20210327

Nagashima K, Kaneko Y, Nogami A, Kowase S, Kawamura M, Munetsugu Y, Fukamizu S, Hojo R, Kitamura T, Takami M, Asakawa T,
Kumagai K, Tamura S,  Hasegawa H, Ogura K, Shoda M, Higuchi S, Mizukami A, Miyazaki S, Wakamatsu Y, Okumura Y: Shortcut-Link
between the Fast and Slow Pathways: Another Possible Explanation for AVNRT Sustained with Ventriculoatrial Block, 第85回日本循
環器学会学術集会, Arrhythmia：不整脈, 20210327

Aoyama D, Uzui H, Miyazaki S, Ishida K, Hasegawa K, Tama N, Ikeda H, Eguchi T, Shiomi Y, Nodera M, Yamaguchi J, Sekihara T,
Mukai M, Aiki T, Kakehashi S, Nagao M, Tada H: Sequential Organ Failure Assessment Score on Admission Predicts Long-term
Mortality in Elderly Acute Heart Failure Patients, 第85回日本循環器学会学術集会, HF/CM：心不全　心筋症　移植, 20210327

Fujino S, Mizuno S, Ohsato K, Uzui H, Yoshida H, Masamura K,  Satake K, Mitamura Y, Katoh H, Maeno K, Misawa K, Amaya N,
Yamamura R, Otowa K: Recent Trends in the Incidence of Acute Myocardial Infarction in Fukui Prefecture, 第84回日本循環器学会学
術集会, ACS(Clinica/Diagnosis), 20200727
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業績一覧

　　d． 一般講演（ポスター）

2089411

2089412

2089413

2089414

2089415

　　e． 一般講演

　　f． その他

（3） 国内学会（地方レベル）
　　a．招待・特別講演等

2089416

2089417

　　b．シンポジスト・パネリスト等

　　c． 一般講演（口演）

2089418

2089419

2089420

2089421

2089422

2089423

2089424

2089425

2089426

2089427

2089428

2089429

2089430

2089431

2089432

2089433

池田　裕之: 原因不明の左室流出路狭窄の診断確定に経食道エコーが有用であった1例, 日本心エコー図学会　第31回学術集会, 20200814

宮﨑　晋介: 持続性心房細動のクライオアブレーションの安全使用や有効性, 日本循環器学会　第156回東海・第141回北陸合同地方会　ラン
チョンセミナー, 20201031

堀田　慎吾，夛田　浩，宮﨑　晋介，長谷川　奏恵，野寺　穣，関原　孝之，江口　智也，青山　大雪，向井　萌，掛橋　昇太，長尾　萌
子，橋脇　和史: ExTRa Mapping の経験, 日本不整脈心電学会　第1回東海・北陸支部地方会, 20210306, 40

宮﨑　晋介: 心房細動アブレーション治療の進歩と抗凝固療法, 日本不整脈心電学会　第1回東海・北陸支部地方会, 20210306

向井　萌，青山　大雪，野寺　穣，長谷川　奏恵，宮﨑　晋介，荒賀　彬，帰山　知己，堀口　慈希，掛橋　昇太，長尾　萌子，相木　孝
允，関原　孝之，山口　順也，汐見　雄一郎，江口　智也，玉　直人，池田　裕之，石田　健太郎，宇隨　弘泰，夛田　浩: 心房粗動による
房室同期不全により不整脈誘発性心筋症を発症した1例, 第140回日本循環器学会北陸地方会, 不整脈, 20210124

長谷川　奏恵，宮﨑　晋介，長尾　萌子，掛橋　昇太，向井　萌，関原　孝之，青山　大雪，江口　智也，宇隨　弘泰，夛田　浩: 左室後側
壁の心外膜側に不整脈基質を同定し遅延電位の消失により治療し得た心室頻拍の１例, 日本不整脈心電学会　第1回東海・北陸支部地方会,
VT, 20210306, 33

掛橋　昇太，長谷川　奏恵，長尾　萌子，向井　萌，関原　孝之，青山　大雪，江口　智也，野寺　穣，石田　健太郎，宮﨑　晋介，宇隨
弘泰，夛田　浩: 通電中に心室細動が誘発された右室流出路起源特発性心室期外収縮の1 例, 日本不整脈心電学会　第1回東海・北陸支部地方
会, 20210306, 60

関原　孝之，宮﨑　晋介，長尾　萌子，掛橋　昇太，向井　萌，青山　大雪，野寺　穣，江口　智也，長谷川　奏恵，宇隨　弘泰，夛田　浩:
三尖弁輪峡部ブロックラインの IVC 端 gap の伝導パターンについての検討, 日本不整脈心電学会　第1回東海・北陸支部地方会, PSVT/AFL,
20210306, 30

安竹 正樹，久保田 雅史, 鯉江 祐介, 亀井 絵理奈, 嶋田 誠一郎, 宇隨 弘泰, 夛田 浩: 認知機能が低下した非弁膜症性心房細動を有する慢
性心不全患者の臨床的特徴―当院診療録からの後方視的観察研究―, 第84回日本循環器学会学術集会, 呼吸調節・認知機能, 20200727

掛橋　昇太，野寺　穣，石田　健太郎，荒賀　彬，帰山　知己，堀口　慈希，長尾　萌子，相木　孝允，向井　萌，関原　孝之，青山　大
雪，山口　順也，汐見　雄一郎，江口　智也，長谷川　奏恵，玉　直人，池田　裕之，宮﨑　晋介，宇隨　弘泰，夛田　浩: るい痩を伴う高
齢患者のCRT-Dジェネレーター交換の際にCRT-Pへダウングレードし，大胸筋下に植込みを施行した1例, 第13回植込みデバイス関連冬季大会,
複雑手技症例/植込み手技の工夫, 20210205, 104

石田 健太郎，宇隨 弘泰, 福岡 良友, 宮﨑 晋介, 絈野 健一, 池田 裕之, 玉 直人, 長谷川 奏恵, 野寺 穣, 汐見 雄一郎, 山口 順也, 青山
大雪, 松井 吟, 石川 恵理, 向井 萌, 宮原 孝輔, 大竹 美華, 野村 量平, 平野 晃大, 夛田　浩: Comparisons of Arterial Healing
Response Following Implantation of Durable-Polymer or Biodegradable-Polymer Drug-eluting Stent in Patients with Old Myocardial
Infarction, 第84回日本循環器学会学術集会, Intravascular Imagings, 20200727

Nodera M, Igarashi M, Aoyama D,  Hasegawa K, Kaseno K, Miyazaki S, Nogami A, Aonuma K, Ieda M, Tada H: The Amplitude of
Negative QRS Deflections in Lead III is a Novel Predictor of Tachyarrhythmias Originating from the Parahisian Region, 第84回日
本循環器学会学術集会, Electrocardiogram, 20200727

帰山　知己，玉　直人，汐見　雄一郎，野寺　穣，長谷川　奏恵，池田　裕之，石田　健太郎，宮﨑　晋介，宇隨　弘泰，夛田　浩: 急激な
経過をとった顕微鏡学的微小肺動脈腫瘍塞栓症の1例, 日本内科学会 第242回北陸地方会, 循環器, 20200909

長尾　萌子，関原　孝之，荒賀　彬，帰山　知己，堀口　慈希，掛橋　昇太，相木　孝允，向井　萌，青山　大雪，山口　順也，野寺　穣，
汐見　雄一郎，江口　智也，長谷川　奏恵，玉　直人，池田　裕之，石田　健太郎，宮﨑　晋介，宇隨　弘泰，夛田　浩: 熱中症により顕在
化したBrugada症候群の一例, 第140回日本循環器学会北陸地方会, 不整脈, 20210124

相木　孝允，腰地　孝昭: 対角枝の閉塞により心破裂を合併した一例, 第140回日本循環器学会北陸地方会, 虚血性心疾患・肺循環, 20210124

高橋　藍，鯉江　祐介，嶋田　誠一郎，坪川　操，山田　就久，糟野　健司，宇隨　弘泰，夛田　浩: 腎移植後，慢性心不全を有するCABG術
後例のリハビリテーション治療経験および回復期・維持期心臓リハの課題, 日本心臓リハビリテーション学会第6回北陸支部地方会, 20201024

堀口　慈希，向井　萌，山口　順也，汐見　雄一郎，玉　直人，荒賀　彬，帰山　知己，長尾　萌子，掛橋　昇太，相木　孝允，関原　孝
之，青山　大雪，野寺　穣，江口　智也，長谷川　奏恵，池田　裕之，石田　健太郎，宮﨑　晋介，宇隨　弘泰，夛田　浩: 一時留置型下大
静脈フィルターを用いた周産期深部静脈血栓症の一例, 第140回日本循環器学会北陸地方会, 末梢血管・その他, 20210124

汐見　雄一郎，石田　健太郎，大嶋　美華，平野　晃大，野村　量平，宮原　孝輔，石川　恵理，松井　吟，向井　萌，青山　大雪，野寺
穣，池田　裕之，玉　直人，福岡　良友，長谷川　奏恵，宮﨑　晋介，宇隨　弘泰，夛田　浩: 高度石灰化を伴う両総腸骨動脈分岐部病変に
ゴアバイアバーンVBXを使用した症例, 日本心血管インターベンション治療学会第43回東海北陸地方会, EVT, 20201009

鯉江　祐介，野々山　忠芳，安竹　千秋，安竹　正樹，高山　マミ，渡部　雄大，長谷川　大輝，嶋田　誠一郎，坪川　操，高橋　藍，石田
健太郎，長谷川　奏恵，宇隨　弘泰，夛田　浩: 外来心臓リハビリテーション中の心筋梗塞患者に対して近赤外分光法による下肢筋の血行動
態を評価した一例, 日本心臓リハビリテーション学会第6回北陸支部地方会, 20201024

野寺　穣，長尾　萌子，掛橋　昇太，向井　萌，青山　大雪，関原　孝之，江口　智也，長谷川　奏恵，宮﨑　晋介，宇隨　弘泰，夛田　浩:
心房細動のカテーテルアブレーション後における炎症反応の改善を反映する指標としてのBrain-Derived Neurotropic Factor の有用性, 日本
不整脈心電学会　第1回東海・北陸支部地方会, 20210306, 29

長尾　萌子，関原　孝之，掛橋　昇太，向井　萌，青山　大雪，野寺　穣，江口　智也，長谷川　奏恵，石田　健太郎，宮﨑　晋介，宇隨
弘泰，夛田　浩: 発熱により顕在化した Brugada 症候群の１例, 日本不整脈心電学会　第1回東海・北陸支部地方会, 20210306, 41

青山　大雪，宮﨑　晋介，長谷川　奏恵，長尾　萌子，掛橋　昇太，向井　萌，関原　孝之，野寺　穣，江口　智也，宇隨　弘泰，夛田　浩:
カテーテルアブレーションを行った左室駆出率低下を伴う心房細動患者への心臓リハビリテーションの有効性, 日本不整脈心電学会　第1回東
海・北陸支部地方会, AF, 20210306, 39

安竹　正樹，五十嵐　千秋，堀　康恵，鯉江　祐介，亀井　絵里奈，嶋田　誠一郎，青木　芳隆，宇隨　弘泰，夛田　浩: 入院期に尿閉を呈
した高齢心不全患者の臨床的特徴-当院診療録からの後方視的観察研究-, 日本心臓リハビリテーション学会第6回北陸支部地方会, 20201024
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2089434

2089435

2089436

2089437

　　d． 一般講演（ポスター）

2089438

2089439

2089440

　　e． 一般講演

　　f． その他

（4）その他の研究会・集会
　　a．招待・特別講演等

2089441

2089442

2089443

2089444

2089445

2089446

2089447

2089448

2089449

2089450

2089451

2089452

2089453

2089454

2089455

2089456

2089457

2089458

江口　智也，長尾　萌子，向井　萌，関原　孝之，青山　大雪，野寺　穣，長谷川　奏恵，宮﨑　晋介，宇隨　弘泰，夛田　浩: ガイドワイ
ヤー型電極カテーテル（EP skinny）で冠動脈内から電位の記録を行った１例, 日本不整脈心電学会　第1回東海・北陸支部地方会, 20210306,
65

向井　萌，青山　大雪，長尾　萌子，掛橋　昇太，関原　孝之，野寺　穣，江口　智也，長谷川　奏恵，宮﨑　晋介，宇隨　弘泰，夛田　浩:
完全房室ブロックに対するDDD ペースメーカ留置後に心房粗動による房室同期不全により不整脈誘発性心筋症を発症した1 例, 日本不整脈心
電学会　第1回東海・北陸支部地方会, 20210306, 66

江口　智也，長尾　萌子，向井　萌，関原　孝之，青山　大雪，野寺　穣，長谷川　奏恵，宮﨑　晋介，宇隨　弘泰，夛田　浩: クライオバ
ルーンを用いた持続性心房細動患者における左房天蓋部へのアブレーションが有効であった１例, 日本不整脈心電学会　第1回東海・北陸支部
地方会, 20210306, 65

夛田　浩: 不整脈治療の最新の知見, Heart Rhythm Webinar Part1, 20201120

宇隨　弘泰: サムスカ10年目で分かってきた高齢者での安全性と有効性, 大塚e講演会, 20201008

宮﨑　晋介: より安全な心房細動アブレーションを目指して～周術期抗凝固療法のパラダイムシフト～, Ablation Expert Seminar in SANIN,
20201219

長谷川　奏恵: 臨床に役立つ不整脈の遺伝子検査, 日本不整脈心電学会　第1回東海・北陸支部地方会, 遺伝性不整脈を診る, 20210306

関原　孝之，青山　大雪，荒賀　彬，帰山　知己，堀口　慈希，長尾　萌子，掛橋　昇太，相木　孝允，向井　萌，山口　順也，野寺　穣，
汐見　雄一郎，江口　智也，長谷川　奏恵，玉　直人，池田　裕之，石田　健太郎，宮﨑　晋介，宇隨　弘泰，夛田　浩: 非生理的ペーシン
グで増悪する右室流出路ペーシングによる横隔神経補足の一例, 日本循環器学会　第156回東海・第141回北陸合同地方会, 不整脈, 20201031

玉　直人，堀口　慈希，帰山　知己，荒賀　彬，長尾　萌子，掛橋　昇太，相木　孝允，向井　萌，関原　孝之，青山　大雪，山口　順也，
野寺　穣，汐見　雄一郎，江口　智也，長谷川　奏恵，池田　裕之，石田　健太郎，宮﨑　晋介，宇隨　弘泰，夛田　浩: 複合的な要因が考
えられた抗ARS抗体陽性の重症肺高血圧症, 第140回日本循環器学会北陸地方会, 虚血性心疾患・肺循環, 20210124

荒賀　彬，野寺　穣，池田　裕之，石田　健太郎，帰山　知己，堀口　慈希，長尾　萌子，掛橋　昇太，相木　孝允，向井　萌，関原　孝
之，青山　大雪，山口　順也，汐見　雄一郎，江口　智也，長谷川　奏恵，玉　直人，宮﨑　晋介，宇隨　弘泰，夛田　浩: 肝静脈～右心房
内に遺残した皮下埋没型中心静脈カテーテルの断片をスネアカーテルを用いて回収した1例, 日本循環器学会　第156回東海・第141回北陸合同
地方会, 大動脈・末梢血管・静脈, 20201031

宮﨑　晋介: 臨床研究と英語論文作成の方法～一臨床医の経験から～, 第1回「臨床研究のすすめ」セミナー, 20210204

宮﨑　晋介: より安全な心房細動アブレーションを目指して～周術期抗凝固療法のパラダイムシフト～, アブレーションの未来を語る会,
20201023

宮﨑　晋介: 最近の研究結果から心房細動アブレーション治療を考える, 第5回南京都不整脈アカデミー, 20200924

宮﨑　晋介: より安全な心房細動アブレーションを目指して～周術期抗凝固療法のパラダイムシフト～, Meet the Expert WEB講演会,
20200717

夛田　浩: 心不全治療の新たな選択肢, ARNI WEB LIVE SYMPOSIUM in 福井, 20200917

宮﨑　晋介: 心房細動・心房頻拍に対するカテーテルアブレーション治療の進歩, 越後エリキュースWebセミナー, 20210219

宇隨　弘泰: 新しい慢性心不全治療について, ARNI Expert Meeting in Fukui, 20210226

夛田　浩: 不整脈治療の現状：このような患者を是非ご紹介ください, 地域で診る不整脈診療WEBセミナー, 20210226

宮﨑　晋介: 心房細動アブレーション周術期抗凝固療法, 心房細動アブレーション連携Webinar, 20200127

宮﨑　晋介: クライオバルーンの有用性について, Web講演会, 20210302

宮﨑　晋介: より安全な心房細動アブレーションを目指して～周術期抗凝固療法のパラダイムシフト～, AF Ablatgion Expert Meeting,
20201009

宮﨑　晋介: 心房細動に対するカテーテルアブレーション治療と抗凝固療法～最新のガイドラインも踏まえて～, エリキュース　エリアWEBセ
ミナー　in 信州, 20201030

宇隨　弘泰: 循環器疾患における抗血栓療法と消化管出血のリスク管理, 循環器Forum2021, 20210311

宇隨　弘泰: 糖尿病治療の展望, JDS/JCS糖尿病治療合同ステートメント Webinar, 20201210

宮﨑　晋介: 日常臨床における心房細動のマネージメント～アブレーションから抗凝固療法まで～, 能登北部医師会学術講演会, 20201016
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2089459

2089460

2089461

2089462

2089463

2089464

2089465

2089466

2089467

2089468

2089469

2089470

2089471

　　b．シンポジスト・パネリスト等

　　c． 一般講演（口演）

2089472

2089473

2089474

2089475

2089476

2089477

2089478

　　d． 一般講演（ポスター）

　　e． 一般講演

　　f． その他

（C） 特許等
区分 内容（発明の名称） 発明者又は考案者

（D）その他業績

4.グラント取得
（A） 科研費・研究助成金等

区分 プロジェクト名 研究課題名 代表者名 分担者名 研究期間 金額（配分額）

区分 研究種目 課題名 代表者名 分担者名 研究期間 金額（配分額）
文部科学省科学研究費
補助金

若手研究 前立腺癌のホルモン療
法による致死性不整脈
の出現に関する予測因
子の解明

長谷川　奏恵 20190401-20210331 ¥910,000

文部科学省科学研究費
補助金

基盤研究(C) 心房細動アブレーショ
ン後の抗Xa阻害薬投与
の意義に関する研究

夛田　浩 宮崎　晋介 20190401-20220331 ¥910,000

宮﨑　晋介: 心房細動アブレーション周術期抗凝固療, 心房細動アブレーション連携Webinar in Fukui, 20201020

宮﨑　晋介: より安全な心房細動アブレーションを目指して～周術期抗凝固療法のパラダイムシフト～, 九州地区　アブレーションMeet The
Expert, 20201212

宮﨑　晋介: 心房細動に対するカテーテルアブレーション治療の現状と周術期抗凝固療法の管理, 不整脈治療地域連携　Web Seminar,
20200911

宮﨑　晋介: Marshall bundle-related atrial tachycardia, 伊勢志摩カテーテルアブレーションライブ2021, 20210123

夛田　浩: カテーテルアブレーション：私の経験してきたこと, 第7回Cardiac Arrhythmia Research Topics, 20201203

宮﨑　晋介: 持続性心房細動に対するクライオバルーンの上手な使い方（講演1），当院におけるクライオバルーンを用いた持続性心房細動に
対する治療戦略（講演2）, FROST-PeAF, 20210126

宇隨　弘泰: 循環器領域のアミロイドーシス診療, 福井県心アミロイドーシス診断治療推進Webセミナー, 20201124

玉　直人: 複合的な要因が考えられた抗ARS抗体陽性の重症肺高血圧症, 第2回 PH Young Drs Meeting, 20201015

山口　順也: 大動脈弁狭窄症の最新治療, 福井小浜循環器連携講演会, 20200925

宮﨑　晋介: 心房細動に対するカテーテルアブレーション治療～その適応・有用性から抗凝固療法まで～, エリキュースエリアWebセミナー
in　北信州, 20201208

夛田　浩: 不整脈治療：現状と最近の話題, 北部地区抗凝固療法セミナー, 20210323

山口　順也: 大動脈弁狭窄症の最新治療, 坂井地区学術講演会, 20201022

山口　順也: Orsiroミニレクチャー, 高岡みなみ循環器ライブ研究会・第一回症例検討会, 20210318

長谷川　奏恵: アドレナリン作動薬の内服中にQT延長を伴い心室細動をきたしたリアノジン受容体変異を有する1例, 心電学関連研究会2020,
心電図解析, 20201220

夛田　浩: 循環器疾患治療に伴う出血マネジメント：ボノプラザンの有用性, 武田循環器領域Topics Web講演会, 20210121

宇隨　弘泰: 循環器疾患における抗血栓療法と消化管出血のリスク管理, 循環器WEB seminar 2021, 20210316

宮﨑　晋介: 難治性ATに対するRHYTHMIAによるマッピング戦略, THYTHMIA CHANNEL-基礎から応用まで-, 20201120

夛田　浩: 不整脈の非薬物療法；最近の話題, 第51回高知不整脈研究会学術講演会, 20210129

夛田　浩: カテーテルアブレーション：今まで関わってきたこと, 第6回西新宿不整脈カンファレンス, 20201107

池田　裕之: 大動脈弁狭窄症の最新治療～抗凝固療法も含めて～, 鯖江・福井循環器連携講演会, 20210216
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区分 機関名 課題名 研究者名 研究期間 契約金額

区分 機関名 課題名 研究者名 研究期間 契約金額
受託研究 シー・ブイ・クエスト

株式会社
Evaluation of Neo-
intimal Coverage
after Coronary Stent
Implantation by
High-Resolution
Angioscopic
Catheter(ENCLOSE)
ﾊｲﾚｿﾞ血管内視鏡を用
いたｽﾃﾝﾄ留置後冠動脈
における新生内膜被覆
度観察試験に関する多
施設観察研究

宇隨　弘泰 20190301-20201231 ¥620,000

受託研究 Guidant Europe NV
Bosuton Scientific
Company

Heart Failure
Indication and
Sudden Cardiac Death
Prevention Trial
Japan,HINODE
日本における心不全適
応および心臓突然死予
防試験

夛田　浩 20180424-20211231 ¥0

受託研究 IQVIAサービシーズ
ジャパン株式会社

日本におけるアブレー
ションインデックスを
用いた 心房細動アブ
レーションに関する多
施設共同観察研究

青山　大雪 20200514-20220831 ¥220,000

受託研究 一般財団法人生産開発
科学研究所

実地臨床におけるバイ
オリムス溶出性ステン
ト（BES）とエベロリ
ムス溶出性ステント
（EES）の有効性及び
安全性についての多施
設前向き無作為化オー
プンラベル比較試験
【NOBORI Biolimus-
Eluting versus
XIENCE/PROMUS
Everolimus-eluting
Stent Trial:NEXT】

宇隨　弘泰 20110519-20221231 ¥1,952,400

受託研究 メビックス株式会社 深部静脈血栓症及び肺
血栓塞栓症の治療及び
再発抑制に対するリ
バーロキサバンの有用
性及び安全性に関する
登録観察研究
（J'xactly Study）

夛田　浩, 天谷　直貴 20170728-20211130 ¥65,000

受託研究 国立大学法人三重大学 静脈血栓塞栓症におけ
る非ビタミンＫ阻害経
口抗凝固薬治療の前向
き追跡研究

夛田　浩 20170130-20221130 ¥0

受託研究 一般財団法人生産開発
科学研究所

実地臨床におけるｴﾍﾞﾛ
ﾘﾑｽ溶出性ｽﾃﾝﾄとｼﾛﾘﾑｽ
溶出性ｽﾃﾝﾄの有効性お
よび安全性についての
多施設前向き無作為化
ｵｰﾌﾟﾝﾗﾍﾞﾙ比較試験：
長期追跡試験
【<RESET>Randomized
Evaluation of
Sirolimus-eluting
versus Everolimus-
eluting Stent
Trial:Extended
Follow-up Study】

宇隨　弘泰 20180514-20220331 ¥270,000

受託研究 一般財団法人生産開発
科学研究所

急性冠症候群に対する
エベロリムス溶出性コ
バルトクロムステント
留置後の抗血小板剤２
剤併用療法(DAPT)期間
を１ｶ月に短縮するこ
との安全性を評価する
研究[STOPDAPT-2
ACS:ShorT and
Optimal duration of
Dual AntiPlatelet
Therapy-2 study for
patients with ACS]

宇随　弘泰 20190626-20260331 ¥11,000

受託研究 株式会社メディサイエ
ンスプラニング

カテーテルアブレー
ションを施術した非弁
膜症心房細動症例の抗
凝固療法の実態とその
予後に関する観察研究
～RYOUMA Registry～

夛田　浩 20170920-20200630 ¥0

受託研究 一般財団法人生産開発
科学研究所

ｴﾍﾞﾛﾘﾑｽ溶出性ｺﾊﾞﾙﾄｸﾛ
ﾑｽﾃﾝﾄ留置後の抗血小
板剤2剤併用療法
(DAPT)期間を1ヶ月に
短縮することの安全性
を評価する研究

池田　裕之 20170119-20250331 ¥246,440

受託研究 日本メドトロニック株
式会社

Mid-Q Response試験 夛田　浩 20200731-20240331 ¥0

受託研究 日本メドトロニック株
式会社

AdaptResponse試験 夛田　浩 20141203-20220731 ¥252,720
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受託研究 国立大学法人新潟大
学,株式会社マイクロ
ン

2型糖尿病合併不整脈
治療デバイス植え込み
患者におけるエンパグ
リフロジン介入後の重
症不整脈数変化を評価
するためのプラセボ対
照二重盲検比較試験

夛田　浩 20191118-20240331 ¥0

受託研究 一般財団法人生産開発
科学研究所

慢性冠動脈疾患患者に
おけるイコサペント酸
エチルの二次予防効果
の検討　[Randomized
trial for Evaluation
in Secondary
Prevention Efficacy
of Combination
Therapy – Statin and
Eicosapentaenoic
Acid (RESPECT-EPA)]

森下　哲司 20150320-20230331 ¥1,130,000

受託研究 国立大学法人大阪大学
医学部附属病院,特定
非営利活動法人　臨床
研究・教育支援セン
ター

非弁膜症性心房細動を
合併する冠動脈イン
ターベンション施行患
者の経口抗凝固薬と抗
血小板薬の至適併用療
法: 多施設、前向き、
無作為化比較試験

夛田　浩 20210107-20241231 ¥0

受託研究 ＥＰクルーズ株式会社 非弁膜症性心房細動を
有する後期高齢患者を
対象とした前向き観察
研究（ANAFIE
Registry）

夛田　浩 20170201-20200930 ¥1,047,600

（B） 奨学寄附金
受入件数 20
受入金額 ¥10,040,000

5.その他の研究関連活動
（A） 学会開催等

区分 主催・共催の別 学会名 開催日 開催地
国内学会(全国レベル) 主催者 日本不整脈心電学会

第1回東海・北陸支部
地方会

20210306-20210306 Web開催

国内学会(全国レベル) 主催者 日本心臓リハビリテー
ション学会第6回北陸
支部地方会

20201024-20201024 Web開催

（B） 学会の実績
学会の名称 役職 氏名

日本不整脈学会 アブレーション委員会
委員

夛田　浩

日本不整脈心電学会 国際交流委員会　北米
担当専門委員会委員

夛田　浩

日本心臓リハビリテー
ション学会

評議員 夛田　浩

臨床電気生理研究会 特別幹事 夛田　浩
日本内科学会北陸地方
会

評議員 夛田　浩

日本内科学会 評議員 夛田　浩
日本内科学会 2020年度試験問題作成

世話人
夛田　浩

日本循環器学会 電気生理/不整脈部会
委員

夛田　浩

日本循環器学会 一般会員 夛田　浩
独立行政法人医薬品医
療機器総合機構

専門委員 夛田　浩

日本内科学会 認定内科医・総合内科
専門医試験病歴要約評
価者

夛田　浩

日本心臓病学会 顕彰委員会委員 夛田　浩
日本心臓病学会 一般会員 夛田　浩
日本超音波医学会 一般会員 夛田　浩
日本心臓病学会 社員 夛田　浩
日本循環器学会 循環器専門医試験問題

作成者
夛田　浩

米国心臓病学会 一般会員 夛田　浩
臨床電気生理研究会 評議員 夛田　浩
日本循環器学会 社員 夛田　浩
日本循環器学会北陸支
部

評議員 夛田　浩

日本心エコー図学会 一般会員 夛田　浩
日本心臓病学会 研究推進委員会　委員 夛田　浩
Asian Heart Rhythm
Society, Tokyo,

一般会員 夛田　浩

Heart Rhythm
Society, USA

一般会員 夛田　浩

日本腫瘍循環器学会評
議員

評議員 夛田　浩

日本不整脈学会 一般会員 夛田　浩
日本心血管脳卒中学会 学術評議員 夛田　浩
日本心血管インターベ
ンション治療学会

一般会員 夛田　浩

日本心臓リハビリテー
ション学会

一般会員 夛田　浩

日本超音波医学会 代議員 夛田　浩
日本腫瘍循環器学会 評議員 夛田　浩
日本不整脈学会 エキシマレーザーシー

ス臨床使用に関する諸
問題の検討小委員会
委員

夛田　浩

日本不整脈心電学会 一般会員 夛田　浩
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特発性心室細動研究会
(J-IVFS)

幹事 夛田　浩

日本不整脈学会 東海・北陸支部支部長 夛田　浩
日本内科学会 一般会員 夛田　浩
日本老年医学会 一般会員 夛田　浩
日本心臓病学会 学術集会プログラム委

員会委員
夛田　浩

日本不整脈心電学会 学術委員会委員長 夛田　浩
日本不整脈心電学会 日本不整脈心電学会認

定不整脈専門医試験問
題作成者

夛田　浩

日本心臓病学会 社員 宇隨　弘泰
日本脈管学会 一般会員 宇隨　弘泰
日本循環器学会北陸支
部

評議員 宇隨　弘泰

日本心臓リハビリテー
ション学会北陸支部

評議員 宇隨　弘泰

日本核医学会 一般会員 宇隨　弘泰
日本不整脈心電学会 一般会員 宇隨　弘泰
日本臨床薬理学会 一般会員 宇隨　弘泰
医療の質・安全学会 一般会員 宇隨　弘泰
日本不整脈心電学会 評議員 長谷川　奏恵

（C） 座長
国内学会

（全国レベル）
学会名 氏名

その他 第13回植込みデバイス
関連冬季大会

夛田　浩

招待・特別講演等 日本循環器学会第156
回東海・第141回北陸
合同地方会

夛田　浩

招待・特別講演等 第140回日本循環器学
会北陸地方会

夛田　浩

シンポジウム等 第84回日本循環器学会
学術集会

夛田　浩

一般講演（口演） 第13回植込みデバイス
関連冬季大会

夛田　浩

その他 日本不整脈心電学会
第1回東海・北陸支部
地方会

夛田　浩

シンポジウム等 第85回日本循環器学会
学術集会

夛田　浩

その他 第84回日本循環器学会
学術集会

夛田　浩

招待・特別講演等 日本不整脈心電学会
第1回東海・北陸支部
地方会　共催セミナー

夛田　浩

招待・特別講演等 日本不整脈心電学会
第1回東海・北陸支部
地方会

夛田　浩

招待・特別講演等 日本心臓リハビリテー
ション学会　第6回北
陸支部地方会

夛田　浩

一般講演（口演） 日本内科学会　第242
回北陸地方会

宇隨　弘泰

一般講演（ポスター） 第84回日本循環器学会
学術集会

宇隨　弘泰

一般講演（口演） 日本不整脈心電学会
第1回東海・北陸支部
地方会

宮﨑　晋介

一般講演（口演） 第140回日本循環器学
会北陸地方会

長谷川　奏恵

一般講演（口演） 日本不整脈心電学会
第1回東海・北陸支部
地方会

長谷川　奏恵

（D） 学術雑誌等の編集
学術雑誌等の名称 査読・編集 委員長（主査）・委員

の別
氏名 査読編数

Circulation Journal 編集 委員 夛田　浩
Heart and Vessels 査読 夛田　浩 1
Journal of 編集 委員 夛田　浩
PACE 査読 夛田　浩 5
PACE (Pacing and
Clinical
Electrophysiology)

編集 委員 夛田　浩

Journal of
Cardiology Cases

査読 夛田　浩 1

Journal of
Cardiovascular
Electrophysiology

査読 夛田　浩 1

Journal of
Cardiovascular
Electrophysiology

編集 委員 夛田　浩

Heart Rhythm 査読 夛田　浩 13
Heart Rhythm 編集 委員 夛田　浩
Internal Medicine 査読 夛田　浩 1
Internal Medicine 編集 委員 夛田　浩
International Heart
Journal

査読 夛田　浩 4

International Heart
Journal

編集 委員 夛田　浩

Journal of 査読 夛田　浩 2
臨床電気生理 編集 委員 夛田　浩

（E） その他
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